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近年，透 析療 法を必 要とす る腎臓 病患 者が増加 して いる． 腎臓病 患者は カリ

ウムなど の摂 取制限 が課せ られて おり ，可食部 中の カリウ ム含量 が少な い作 物

の生産が 望ま れてい る ．既 報の低 カリ ウム作物 の生 産 では 水耕栽 培が利 用さ れ

ており，葉菜類 では葉 中の カリウ ム含 量が 7 2～ 9 0％減少 し，果菜 類で は果実 中

のそれ が 3 9～ 6 4％減少し ている ．しか し，果樹 は露地 で栽培 され 土耕栽 培が 一

般的であ るこ とや同 じ樹を 永年利 用し て毎年の 生産 を続け ること から， 果樹 を

対象に低 カリ ウム果 実生産 を目的 とし た報告は 見当 たらな い．そ こで， 本研 究

ではポッ トを 用いた 培地量 の制限 ，灌 水施肥お よび ウレタ ンスポ ンジ培 地に 着

目し，果 樹で あるブ ルーベ リーを 対象 に低カリ ウム 果実の 生産や 連年で 低カ リ

ウム果実 を生 産する ための 樹勢回 復に ついて検 討し た．  

まず， 第 2 章 では低 カリウ ムブル ーベ リー果実 が生 産可能 か否か を検討 する

ため，異 なる 成育時 期から カリウ ム制 限処理を 開始 して実 験を行 った ． その 結

果，果実 着色 期から 約 5 週 間のカ リウ ム制限処 理を 行うこ とで果 実中の カリ ウ

ム含量 は 3 5％減少し ，開花 期か ら約 1 0 週間のカ リウム 制限処 理を行 うこ とで

5 3％減少 した ．こ の減少 率は既 報の低 カ リウム果 菜類 の減少 率と同 程度だ った ．

低カリウ ム果 実が生 産でき た理由 とし て，ポッ トの 利用に よって 培地量 が制 限

され，根 量の 抑制お よびそ れに伴 う養 分吸収の 抑制 が考え られた ．また ，養 液

組成の調 整に よって カリウ ムのみ 制限 した養液 を与 えるこ とが可 能なた め， 灌

水施肥に よる 養液栽 培が低 カリウ ム果 実の生産 に有 効 であ ると考 えられ た．  

次に， 第 3 章 では養 分の溶 出が容 易な ウレタン スポ ンジ培 地 に着 目し， 短期

間のカリ ウム 制限処 理で低 カリウ ム果 実 が生産 可能 か否か を検討 し た． カリ ウ



ムが多く 存在 する培 地を使 用する と株 中のカリ ウム 含量が 増加す ること が報 告

されてい るた め，水 洗処理 により ポッ ト内の養 分を 低濃度 にして からカ リウ ム

制限処理 を行 った． その結 果，果 実着 色期から 約 5 週間の カリウ ム制限 処理 で

果実中の カリ ウム含 量は 4 8％減 少した ．従って，養分 の溶出 が容易 なウレ タン

スポンジ 培地 とカリ ウム制 限処理 開始 前の培地 の水 洗処理 が短期 間のカ リウ ム

制限処理 によ る低カ リウム 果実の 生産 に有効で ある と考え られた ．  

さらに， 第 4 章では 長期間 のカリ ウム 制限処理 が果 実中の カリウ ム含量 に及

ぼす影響 を検 討する ととも に，カ リウ ム制限処 理後 のカリ ウム施 用処理 によ る

新葉中の カリ ウム含 量の増 加につ いて 検討した ．そ の結果 ，カリ ウム制 限処 理

期間が長 くな るにつ れて果 実中の カリ ウム含量 が漸 減した が，最 大の減 少率 は

4 6％で， 5 か月間 のカリ ウム 制限処 理で も第 2 章 および 第 3 章に おけ る減少 率

を超える こと はなか った． また， 新葉 中のカリ ウム 含量は カリウ ム制限 処理 に

よって減 少し ，その 後のカ リウム 施用 処理によ って 増加し た．カ リウム 欠乏 状

態でカリ ウム を施用 すると カリウ ムが 早く吸収 され る報告 もあり ，低カ リウ ム

果実を収 穫し た後の カリウ ムの施 用に よって葉 中の カリウ ム含量 が制限 処理 開

始前と同 程度 まで 回 復する ことが わか った．  

なお，5～ 1 0 週間 のカリ ウム制 限処 理に よ る果実 品質 への影 響は小 さかっ た ．

さらに， カリ ウム制 限処理 による 葉中 のカルシ ウム および マグネ シウム の含 量

への影響 は植 物種に よって 異なり ，本 研究のブ ルー ベリー 葉では カルシ ウム 含

量が増加 し， マグネ シウム 含量は 変化 しなかっ た． カルシ ウム含 量の増 加は イ

オンバラ ンス の維持 による ものと 推察 された ．  

また，ブ ルー ベリー は 養分 不足， 高 p H 土壌，着果過 多など によ って 樹 勢が

低下する ．第 4 章 におい てカリ ウム 制 限 処理によ る 葉 の褐変 が確認 された ため ，

低カリウ ム果 実を複 数年生 産する ため には 樹勢 を回 復させ ること が必要 とな る．

そこで， 第 5 章では 葉が黄 化し 樹 勢が 低下し た 株を 剪定後 に 低温 処理し て新 梢

発生を促 し，発生 した新 梢上の 葉が緑 色 を呈する か否 かを観 察した ．そ の結果 ，

多くの新 梢が 発生し ，発生 した新 梢上 の葉は緑 色を 呈した ため， 低温処 理に よ

る樹勢回 復が 期待で きた．  

以上のこ とか ら，低 カリウ ムブル ーベ リー果実 の生 産にお いてポ ットを 用い

た養液栽 培の 有効性 が示さ れた． 特に ，培地量 の制 限，灌 水施肥 ，ウレ タン ス

ポンジ培 地の 使用お よび培 地の水 洗が 有効であ った ．また ，低カ リウム 果実 収

穫後のカ リウ ム施用 実験や 樹勢低 下後 の低温処 理に よる樹 勢回 復 の実験 結果 か

ら，複数 年で の低カ リウム ブルー ベリ ー果実生 産の 可能性 が示唆 された ．  


